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［目的］精子不 動化抗体は不妊症の 約 3 ％原因不明

不妊症の 約 15 ％ に検出 され ， 不妊原因 として重要

で ある 。 性交に よ り精子 は腹腔内に到達す る為，女

性は精子 の 抗原刺激 を うけ るが，ある特定の者の み

が臨床的 に意味の ある精子不動化抗体 を産生 して

い る 。 未だ に こ の 抗体産生機序 に つ い て は 明 らか

で は な い 。 本研究で は ， 免疫応答遺伝子に よ る高反

応性 に関する観点か ら， 精子不動化 抗 体産生能 と

HLA の 相関性に つ い て分析を行 っ た 。 ［方法］当院

産婦人科不妊 外来を受診 した 血申精子不動化抗体

陽性患者 36 名に つ い て ， その 抗体価 （SI，，）を 定量

的精子 不動化試験に て 測定した 。 36名及 び 1例 の

1卵性双生児の妹に つ い て HLA の INB，　C，　DR ，　DQ

の typing を行 っ た 。 対照と して 同一施設を受診 し

た少 な くとも1人の生児を有す る健常婦人 112名を

同様 に検索 した。［成績］抗体陽性者の SI． は 1．2か

ら 243 で あ り抗体 価 に個体差が認め られ，さ らに こ

れは経 時的変動を示 した 。 精子不動 化抗 体産生 と

HLA はAw33 （P 〈 0．025），
B44 （P ＜ 0．05），

Bw46

（P ＜ 0．025 ），Cw11 （P く e．10）で 相関が認め ら

れた 。 DR9 （P 〈 O．Ol ）は 有意 に発現 の 減 少が観

察 された 。 各 HLA 抗原 と の 相対危険率は 2．76 〜 4．

03で あ っ た 。 1卵性姉妹 の HLA 　typi  結果は HLA

A26 ，
　w33 ，

　B44 ，
　 w67 ，　Cw7 ，　 DR2 ，

　 w 　13
，
　 DQwl

，

DRw52 で 全 く同
一

で あ り，姉は 抗体陽性で 原発性

不妊で あ る も妹は陰性で 妊娠 の 既応が認め られた 。

［結論］精子不 動化抗体産生 とい くつ か の HLA 抗

原 の 間に 相関が認 め られ たが ，相対危険率が低値 で

ある事，及び，1卵性姉妹に お け る 2：一一致の 点よ り，

抗体の 産生 に 免疫 遺伝学的関与は 少な い と考え ら

れ る。

〔目的 〕 男性 側抗 精 子抗 体 （自己抗 体）が 体外 受精

の 成立 に 与 え る影響 を検討 す る．　 〔方法 〕体外受

精施行 101組 の 男性 に つ い て
， 血 清 中 の 抗精子 抗

体 を精子 不動化試験（SIT），精 子凝 集試 験 （SAT）

に て ，精漿 中 の 抗 体を direct　immunobead 　test（D −

IBT）に て検討 し た ．そ れ らの 結果か ら自己抗体 の 体外

受精 に 与え る影響 を解析 した ．ま た 予 め 抗体 の 存在 が

判 明 した 症例に 対 して は，射 精 直後 に 大 量 の 培養 液

（100ntt　）で 精 子 を洗浄す る こ と に よ り，抗体 の 除去を

試み た．〔成績〕検討 の 結果 は，SIT 陽性 8 例（7、9％），

SAr 陽性 11例（10．9％），D ｛ BT 陽性 8例 （7．9％ ）で あ っ た ．

自己抗 体陽性者 14例 の 中で 受精率 の 低下（成熟卵子

の 受精率が 50％以
’
ド）が認 め られ た症 例は 6 例 （42．9

％）で あ っ た．こ の 受精率低値群 の 総採卵数 に 対する

総受 精卵 の 割合 は 18％（9 ／50）で ，ユ例 は強い 自己凝

集 の た め 精子 の 同 収が 困難で あ り受 精 が 成立 しな か

っ た ．受 精率低 値群 6 例 の 各 試験 場性率 は SIT ：

50％ （3／6 ），SAT ：66．7 ％ 〔4 ／6 ），
　D 一工BT ： 100 ％

（6 〆6）で
， 受精率正 常群 8例 で は SIT ：62．5％ （5／8），

SAT ：87．5 ％（7／8），　 D − IBT ；25％ （2／8）で あ っ た ．

受精率低値群 は D 一
工BT で い ずれも IgA の 結 合 が 認

られ ，4 例 は IgG ま た は 工gA の 結合率 が 80％ 以 上 で

あ っ た が，受精率正常群 は い ずれ も 工gA の 結合 は 認

め ら れ ず immunobeads の 結合率 は 60％ 以 下 で あ っ

た ．精子 洗浄法 に よ り IgG の 結 合率 が 60％ ，　 igA の

結 合率 が 1」％ の 低 下 を認 め た ．受精成立 の 13例 の

うち 6 例 に 妊娠 が 成立 し た ．　 〔結 論 〕 D − IBT に

て immunobeads の 結合 率 80％以 上 ， ま た は lgA

抗体が 結合 した 場 合 に 受 精 阻窖 が 顕 著 と 考 え られ

た ．精了洗 浄法 に よ り抗 体結 合 精子 の 減少 を認 め

た ．受 精卵 の 分割や 着 床 に 関 して 自己抗体 の 影響

は 少 な い と考 え ら れ た 。
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